平成２６年度　第２回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２６年５月１３日（火）午前１０時～１０時３０分

	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】

　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　委　　員　　中　原　　　都

　　　　　委　　員　　荒　濱　健太郎
【事務局職員】

　　　　事務局長　　三王寺　由　道　　給与課長　　吉　野　一　朗　　　

　　　　係　　長　　有　岡　博　己　　係　　長　　向　井　京　子　　　
　　　　係　　長　　河　村　　　淳　　係　　長　　玉　野　明　子

【傍聴者】　　　なし
	４　議　題


　　議案第１号　選考により採用することができる職に係る承認について

　　報告第１号　2014年度賃金労働条件に関わる要求書について

	５　議事の公開・非公開


　　　議案第１号を公開とし、報告第１号を非公開とした。

	６　議　事


１　議案第１号

　　　選考により採用することができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県教育委員会から申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。
①　申請のあった職　

　　文化財主事（任期付職員）

②　採用予定者数　

　　２名程度
③　採用予定日　

　　平成26年７月22日
④　申請理由
　　平成26年３月10日付第201300189214号で申請した文化財主事（任期付職員）採用試験の結果、採

　用予定者２名に対し、１名しか応募・採用がなかったことに加えて、平成26年５月に想定外の退職者

　（１名）が出たため、再度試験を行うもの。

⑤　選定方法

　　教育委員会において採用候補者選定のための試験を実施。

　　(１)　試験内容

　　　・専門試験：文化財主事に必要な専門的知識についての筆記試験（多肢選択式20問）

　　　・論文試験：公務員として必要な識見、思考力、表現力などの能力についての筆記試験

　　　・実技試験：土器の実測に関する実技試験

　　　・人物試験：個別面接による人物及び専門的知識についての口述試験

　　(２)　受験資格

　　　次のいずれかに該当する者

　　　・大学又は大学院で考古学又は歴史学を専攻して卒業（修了）した者

　　　・大学又は大学院を卒業（修了）したのち、発掘調査員に相当する職に６か月以上従事した経験

　　　　のある者（ただし、発掘調査補助員及び発掘作業員を除く。）

　　　　※年齢要件なし

⑥　人事委員会の判断
　　上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するも　　

　の」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員　

　　以前むきばんだ史跡公園のホームページに募集案内を載せてもらうという話をしたと思うが、反響

　はどうだったのか。

事務局

　　確認できていない。

委　員　

　　これはたびたび募集しているような気がするが、１人しか応募がないというのはどうなのかと思う。

事務局

　　退職者というのは、鳥取市に正職員として採用されたものである。

委　員　

　　それは同じ職種の職員か。

事務局

　　同じ任期付の文化財主事が正職員として鳥取市に採用されたようだ。

委　員

　　県でも正職員も募集しているのか。

事務局

　　募集しているが、将来的なことがあるので人数調整を行う必要があり、全て正職員というわけには

　いかない。

委　員

　　それはそうだろうと思うが、正職員の配分がどうなのだろうという気がする。

事務局

　　これは鳥取西道路の関係で急いで事業を行う必要があるため募集しているものである。

委　員

　　専門職なので終わったら別の仕事というのも難しいのだろう。

事務局

　　それは難しい。

委　員

　　それはやむを得ないとしても、広報の仕方は工夫をしていただくようお伝えしていただきたい。

事務局

　　了解した。

　２　報告第１号

　　　2014年度賃金労働条件に関わる要求書について、事務局が説明した。

	７　次回の人事委員会の開催


　　平成２６年５月２１日（水）午後３時から開催することとした。
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